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二
月
末
、
左
京
区
器
倉
幡
枝
町
の
園
際
会
蝕
建
設

採
土
場
で
瓦
窯
語
原
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
京
都
府

で
は
京
大
考
古
学
教
室
の
横
山
浩
一
助
手
を
責
任
希

と
す
る
発
掘
調
査
を
、
三
月
一
日
か
ら
四
月
一
七
臼

ま
で
実
施
し
て
飛
鳥
時
代
の
登
り
窯
一
基
を
発
掘
し

た
。　
窯
は
丘
陵
の
南
斜
．
面
に
勾
醒
を
も
っ
て
つ
く
ら
れ

た
階
段
式
登
り
窯
で
、
長
さ
約
一
二
m
、
幅
二
m
。

一
冊
子
天
井
を
と
ど
め
、
そ
の
部
分
の
観
察
か
ら
、

ほ
り
ぬ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
幾
度
も

く
り
か
え
し
て
使
摺
さ
れ
た
結
果
、
窯
内
の
堆
積
が

す
す
ん
で
部
分
的
に
は
床
面
が
数
目
か
さ
な
っ
て
み

と
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
．
璽
の

補
修
や
、
焚
麟
付
近
の
改
造
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
本
瓦
窯
に
、
規
模
、
構
造
と
も
に
よ
く
似
た
奈

良
県
飛
匹
阿
寺
瓦
聖
伊
と
と
も
に
、
瓦
窯
御
と
し
て
は
最
も

古
い
．
も
の
に
ぞ
く
し
て
い
る
。

　
窯
の
内
部
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灰
原
か
ら
は
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数
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瓦
、
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恵
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が
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し
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ち
瓦
に
つ
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て
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、
瓦
当
紋
が

三
種
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も
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北
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港
北
野
白
梅
町
の
北
野
廃
墨
守
の
も
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と
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致
す
る
こ
と
か
ら
、
本
瓦
窯
で
や
か
れ
た
瓦

は
同
｛
溌
出
寸
に
供
…
給
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
ま

た
、
本
瓦
窯
の
須
恵
器
は
短
評
年
代
の
ほ
ぼ
限
定
で

き
る
瓦
と
共
存
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
須
恵
器

の
編
年
酌
研
究
の
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で
重
要
な
基
準
に
な
る
も
の
で

あ
る
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「
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中
山
修
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氏
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っ
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弥
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式
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の
遺
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発
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さ
れ
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蘇
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り
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査
の
委
嘱
を
う
け
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京
都
府
で
は
、
府
議
化
財
専
門
委
員
有
光
教
一
を

調
査
主
任
と
し
て
、
昨
年
ご
一
月
お
よ
び
本
年
三
月

一
日
一
一
七
日
、
ボ
…
リ
ン
グ
調
査
と
発
掘
調
査
と

を
お
こ
な
い
、
ピ
ッ
ト
の
多
数
存
在
す
る
こ
と
を
確

認
し
た
。
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い
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と
、

内
部
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活
遺
物
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数
繊
聾
す
る
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と
な
ど
か

ら
人
為
駒
な
も
の
と
み
と
め
ら
れ
た
。

　
出
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し
た
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は
、
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捌
（
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内
第
一
様
式
）
後

半
の
も
の
（
西
瓜
破
式
）
と
、
中
期
初
頭
（
第
二
醸

式
）
で
あ
る
。
現
在
ま
で
山
城
で
は
、
前
期
弥
生
式

土
器
の
発
見
例
が
す
く
な
く
、
木
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跡
と
長
岡
町
鰐
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南
の
宮
遺
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げ
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す
ぎ
な
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。
後
に

多
数
の
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都
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営
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れ
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こ
の
地
域
が
山
城
で
は
じ
め
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耕
地
が
閲
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発
さ
れ
、
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稲
が
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し
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致
す
る
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あ
る
ま
い
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